
令和 7年の新春を迎え、謹んで新年のご

挨拶を申しあげます。旧年中は、当社事業

につき、格別のご高配を賜り厚くお礼申し

あげます。

さて、昨年を振り返りますと、国内では、

年始に能登半島地震が起こり、その後も線

状降水帯による度重なる豪雨などの自然災

害が発生し、多くの方々が被災されました。

被災地の皆様には心よりお見舞い申しあげ

ます。また、日本経済は、緩やかな回復傾

向にあり、株価の上昇、賃上げが進み、マ

イナス金利政策も解除されましたが、原材

料の上昇や円安による物価高、少子高齢化・

人口減少の進行、トランプ次期政権の政策

の行方など、景気の下振れリスクを抱える

状況になりました。

当社が関連する信用金庫業界において

は、自然災害の被災地への支援をはじめ、

地域社会全体の成長に向け、伴走型の創業・

事業再生支援、ビジネス・人材マッチング、

取引先のESG・SDGs・DXの推進など、様々

な支援が行われました。

このような状況の中、当社では、信用金

庫ニーズを的確に把握し、迅速に対応する

ため、各信用金庫の担当制を敷き、「株主

信用金庫のお役に立つ」を念頭に事業を展

開してまいりました。

信金業務サポート事業では、今後のDX

推進に向けた当社ホストコンピュータの

オープン系システムへの移行の開発を進

めるとともに、しんきん為替集中サービ

ス（BPO）においては、全国の情報サー

ビス会社との連携により、新たに 13 金庫

が加入し、利用金庫数は 102 金庫 2,532 店

舗となり、運営にあたっては、当社独自の

相関チェック機能（特許取得）等を活用し

令和７年の年頭にあたって
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た入力オペレータを介さない為替データの

自動生成向上に取り組んでまいりました。

自動機監視サービスでは、信用金庫からご

要望をいただいた営業店の昼休業時間帯の

ATM監視にも対応いたしました。

また、個人情報は漏洩いたしませんでし

たが、ダイレクトメール作成の当社業務委

託先でランサムウェア感染事案が発生し、

信用金庫ならびにお客様には多大なご心配

とご迷惑をおかけし、誠に申し訳ございま

せんでした。

決済関連事業では、窓口収納サービスの

サーバシステムをライフサイクルに合わせ

て更改し、大量一括収納や今後のビジネス

拡大による収納件数増にも対応可能なシス

テムを構築いたしました。収納の取扱状況

につきましては、収納代行会社や当社の協

力会社とも連携し、金融向けと流通向けを

合わせて、取扱店舗数が 9,427 店舗、収納

件数は前年比 103 万件増の年間約 3,397 万

件、決済金額は 3,184 億円の取り扱いとな

りました。

当社の本年の取り組みにつきましては、

新たに株主信用金庫との「業務システム

検討会議（仮称）」を設置し、信用金庫の

ICT 活用や DX化などの取り組みをより

一層支援するとともに、為替集中サービス

における発信データの自動化件数に応じた

サービス利用料金の一部還元、委託先のラ

ンサムウェア感染により開始が遅れていた

ダイレクトメールの電子交付サービスの取

扱開始、信用金庫の合併・共同センターへ

の加盟移行の支援などに注力してまいりま

す。また、決済関連事業では、多様化と普

及が進む各種決済サービスの動向やニーズ

に注視するとともに、引き続き、収納代行

会社や当社の協力会社とも連携して収納件

数の拡大に努め、他業界・他業態からの収

益確保、信用金庫業界への決済資金の誘導

を図ってまいります。

当社では、社会情勢や情報システム環境

の変化に柔軟に対応するとともに、高品質

かつスケールメリットを活かした安価なサ

ービスの提供、安定運用に努め、従来にも

増して株主信用金庫のご期待に応えてまい

る所存でおりますので、引き続き倍旧のご

支援、ご鞭撻を賜りますようお願い申しあ

げます。

最後になりますが、この一年が株主信用

金庫・関連団体・関連各社ならびに役職員

の皆様にとりまして、実りある良い年とな

りますように、心からお祈り申しあげ、年

頭のご挨拶とさせていただきます。

　代表取締役会長� 矢 澤 孝 太 郎
（亀有信用金庫　理事長）

　代表取締役社長� 飯　吉　　　真
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営業店昼休業時間帯における自動機監視サービスの開始

信用金庫との「業務システム検討会議（仮称）」の設置について

しんきん為替集中サービス（BPO） 利用数が100金庫突破！

　信金業務サポート事業 TOPICS  ▶  ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ 信金業務サポート事業 TOPICS

店舗運営の合理化・効率化をサポート
　地域や店舗の実情に応じた店舗運営の効率化等により営業店昼休業実施が定着してきている
ことから、昼休業時間帯の自動機監視サービスの提供を開始しました。また、営業店窓口終了
後や午後休業における自動機監視サービスも今後検討してまいります。

　近年は、ICTの進展やDX化など金融機関を取り巻く環境が大きく変化しており、信用金庫業
界においてもこれらへの対応が喫緊の課題であり、当社としても、課題解決に向けた信用金庫
の取り組みを一層支援することが責務と考え、意見交換いたしたく、令和７年度に新たな会議
体の設置を予定しております。

　当社とNECが協業するしんきん為替集中サービス（BPO）は、信用金庫の業務負担の削減
と安全確実な為替振込業務を実現することを目的に2021年３月より開始し、以来、多数の信
用金庫にご加入いただき、この度、ご利用金庫数が100金庫を突破いたしました。今後もより
一層のサービス品質・利便性の向上に取り組んでまいりますので、よろしくお願いいたします。

■ ご利用イメージ（平日）

時　間 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

現　状 SIS監視 金庫職員で対応（店内監視） SIS監視

昼休業 SIS監視 店内監視 SIS監視 店内監視 SIS監視

■ 昼休業時間帯の監視料金
 　1店舗1時間　月額2,000円（税別）

■ 営業店窓口終了後、午後休業店舗のSIS監視

窓口終了後 SIS監視 店内監視 SIS監視
（検討中） SIS監視

午 後 休 業 SIS監視 店内監視 SIS監視
（検討中） SIS監視

昼休業時間帯11:30～13:30のうち1時間をSISで監視
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当社は、この度一
般財団法人 日本情
報経済社会推進協
会（JIPDEC）が認
定する「プライバ
シーマーク」を更
新いたしました。

Pマーク更新のお知らせ

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

　　ニュース　No.68  2025年1月6日発行

株式会社　しんきん情報サービス
https://www.shinkin-sis.co.jp
〒108-0075　�東京都港区港南1-8-27�
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第21回 しんきんコミュニケーションフェア2024　盛況裡に終了

信用金庫向け各種情報発信 ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ 知ってもらう、見てもらう、教えてもらう

　10月23日、24日の2日間に亘り「しんきんコミュニケーショ
ンフェア2024」を東京流通センター展示場にて開催いたしま
した。今回は、AIの活用や金融DXソリューションを中心に最
新ICTのシステム・サービスを多数展示し、来場された1,804
名の方々からは、今後のシステム戦略に向けて有意義な情報収
集ができた、と大変ご好評をいただきました。

第23回 自動機監視サービスユーザー会　オンライン開催
　本ユーザー会は、12月6日にオンライン開催し、ご好評を賜りました。
■講演
　マネジメントサポートグループ　代表　古谷　治子氏
　「ニューノーマル時代のハードクレーム
　　　　　　　　　　　　　　カスハラにどう対応するか」
■状況報告・説明
　○自動機監視サービスの利用状況・年末年始対応のお願い
　○カスタマーハラスメントへの取り組み
　○営業店昼休業時間帯における自動機監視サービスの開始
　○信用金庫運用取り決めの見直し
　○104番号案内サービス終了に伴うサービス取り扱いの変更　　	◆参加者　62金庫6団体　109名

■特別講演
　フリーアナウンサーの福澤 朗氏をお招きし「顧客満足度が上
がるコミュニケーション術」と題して、ご講演いただきました。

　今後の主なイベント情報についてお知らせいたします。なお、各イベントの詳細につきましては、
別途ご案内文書をご確認ください。

今後のスケジュールについて

※上記日程ならびに開催形式については、諸般の事情により、やむなく変更になる場合もございます。

日程 イベント名 会場
1月24日（金） 令和6年度しんきん情報研究会 東京コンファレンスセンター品川
2月上旬 当社重要業務の外部委託先現地視察会 イセトー情報処理センター
2月下旬 第11回リスク管理態勢説明会 NEC東日本アウトソーシングセンター

10月23日（木） 12 品川フロントビル会議室

会場の様子

古谷　治子氏　ご講演


